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ADSLと光ファイバーによるインターネット接続サービスの利用が突出している。これは、今回の調査において、

500人未満の事業所が約80％を占めていることからくるものである。ISDNやモデムによる社内LAN経由でのイ

ンターネットアクセスもまだかなり使われている。

インターネット接続回線はADSLと光ファイバーが突出
資料4-1-1　インターネット接続に使っている全ての通信回線　N=818
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こちらは主に使われている通信回線を聞いているので、携帯電話やダイヤルアップによるアクセスは後退し、ディ

ジタル専用線やATM専用線が目立ってくる。CATVインターネットも意外に健闘している。

CATVインターネットも健闘
資料4-1-2　インターネット接続に使っている主な通信回線　N=818
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資料 4-1-2の結果を、従業員規模別に分類したのがこの結果である。従業員 50人未満の企業であっても、

37.9％が光ファイバー、42.5％がADSLで接続されているというすばらしい結果が出た。特に4割近くが光ファ

イバー回線によるアクセスを実現している数字を目にすると、時代はここまできたなという感慨がわいてくる。

従業員50人未満の企業が光ファイバー、ADSLを積極的に利用
資料4-1-3　従業員規模別 主な通信回線
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今後1年以内に利用したい通信回線では、中小企業の動向を顕著に反映し、光ファイバーの利用希望のみが目立

つかたちになっている。

中小企業の動向を反映し、光ファイバー利用希望が26.2％
資料4-1-4　今後1年以内に採用したい通信回線　N=818
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利用している光ファイバー通信サービス提供会社としては、NTT地域会社のBフレッツが大多数を占めているが、

有線ブロードネットワークスも健闘していることが分かる。今後企業において、さらに光ファイバーを使ったイン

ターネット接続サービスの利用が広がり、それとともに競争も促進されていくと思われる。

光ファイバーはBフレッツが大多数を占める
資料4-1-6　契約している光回線提供会社　N=415
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1.5Mbps（T1）以下 
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資料4-1-5　インターネット接続回線における最大通信速度　N=818
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インターネット接続の帯域については、ベ

ストエフォート型が3分の2を占めてい

る。インターネット接続サービスは本来的

にベストエフォート型であるため、これも

自然な回答だ。帯域が多少不安定である

かどうかよりも、サービスが中断されない

ということのほうが、業務利用では重要

な要素だ。

契約回線はベストエフォート型が3分の2を占める

回線保証型（ギャランティ型） 
18.5%

ベストエフォート型 
69.6%

わからない 
12.0%

資料4-1-7　契約回線の種別（ベストエフォートとギャランティ）　N=818
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企業で利用されるADSLインターネット接続サービスについても、NTT系の業者が大多数を占めるが、個人向け

ADSLで大きなシェアを獲得しているヤフーBBも目立っている。他の質問で明らかになった光ファイバーの利用

希望にどう対応していくかは今後の課題だ。

NTT系の業者が大多数を占めるが、ヤフーBBも健闘
資料4-1-8　契約しているADSL提供会社　N=454

資料4-1-9　契約しているモバイル用回線　N=217
モバイル回線業者ではDDIポケットが人気を獲得

0 10 20 30 40 50%

わからない 

その他 

BusinessADSL（KDDI） 

ODN ADSLプラン（日本テレコム） 

イー・アクセス 

アッカネットワークス 

Yahoo！BB（ヤフー） 

フレッツ・ADSL （NTT西日本） 

フレッツ・ADSL （NTT東日本） 48.7%

32.2%

10.6%

9.3%

5.3%

3.7%

2.4%

4.4%

2.4%

©impress,2004

契約しているモバイル回線業者では、DDIポケットが最大の人気を獲得した。同社はいち早く定額制料金に取り

組み、法人対応にも力を入れてきている。モバイル分野で今後予想される動きとしては、公衆無線LANサービス

の利用が企業においてどのように進展していくかが注目される。

©impress,2004
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